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1. 本 誌 は､物 性物埜巨の研 究 を共 同で促進 す るため､研 究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を速

や か に交換 しあ うこ とを 目的 と して ､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます｡

掲 載 内 容 は､研究論文 ､研 究会 ･国 際会議 を どの報告 ､講義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー

ス な どです｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と認 め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す ることがあ ります｡

3. 本 誌 の掲 載論文 を他 の学術 雑L誌 に引用 す る と きは､著者 の承諾 を

得 た上 で private くL,Ommunication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は4()0字詰原稿 用紙 を使 用 し､雑 誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じをい よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャ文字 ､ O と a と 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ Cと e､ I(エ ル)と 1(イチ )､ X と× (カケ ル)､ uと V 等 を

赤 で手旨志 して下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず改行 の際

の切 れ 目を赤 で手旨建 して下 さい｡

6. 図 は その まま印凧 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡ 図の縮尺 ､

拡 大 は致 しません｡ 1頁(13×19cm2)以 内 に人 らをい図､ その ま ま印

刷 で きをい図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

図､表 の説 明 は別紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い0

7. 投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所 要部 数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下 記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます｡

(郵券 による受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来 上 り真数

Ⅹ :別刷所要部 数

a :別刷 1頁の代 金 3円

b :製 本代 (別 刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)x+送 料

別刷代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ 月以内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れた場 合 には遅 滞追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原 則 と して次 月発行 誌 に掲載 され ます｡



ニュ-ス

ニユ-ス

〔東京大学,物性研〕

○談話会 (題目)

12月 5日 "TunnellingandPolaronMotionof3dElectronsinFe304

below VermeyTemperature"

prdf.H.Kronmuller(MaxPlanckInst.,Stuttgart)

12月 10日 "一次元磁性体のスピン･ダイナミックス

ー 最近の中性子散乱研究から - "

遠藤 康夫 氏 (東北大 ･理 )

○土曜セミナー (題目)

12月 8日 ･.超流動 4H｡薄膜中のソリトン,,

中嶋 貞雄 氏 (物性研 )

-255-



プ レプリン ト案内

プレプリント案内

〔東京大学 ･理学部 ･物理 ･久保研究室〕

(172)4.JorgeV.Jose

FrustrationEffectsintheTwoDimensionalPlanarModelatLowTemperatures

(173)4.Y.Saito

Commensurate･IncommensurateTransitionandMeltinginTwo-Dimension

(174)10. Yuich Okuda,YasutoTohi,IsaoYamadaandTaiichiroHaseda

CriticalTemperatureofRandomlyDilutedTwo-DimensionalHeisenbergFerro一

magnet,K2CuxZn(1-x)F4

(175)10.HiroshiKurita,OsamuSakaiandAkioKotani

ResonantLightScatteringandLuminescenceinExciton-PhononSystem

(176)13.MinoruTakahashi

DynamicalPlaneRotatorModelII

-DynamicalCo汀elationFunctionsinMolecularFieldApproximation-

(177)14.MasakazuWa血io,ShigekiFukuda,JiroTanaka,IsamuSato,ShozoAnami,Yoneho

Tabata,fliroshiKobayashi,YosukeKatsumura,TetsuUedaandSei-ichiTagawa

BunchMonitorsforS-BandElectronunac(inJapanese)

(178)14. Ⅰ1-TongCheon

RelativisticCalculationofA(1236)Contributionto打NN From Factor

(179)14.A.M.Cooper,0.Miyamura,A.SuzukiandK.Takahashi

OntheLocalNumberFluctuationin Multi-particleProduction

(180)14.TomotaroKatsuraandShinkichiShibata

BEAM PositionMonitorfわrthePhononFactoⅣ StorageRing

(181)14.KennethBatchelor

NoteontheProposedR.F.ParametersfわrthePhotonFactory

(182)14.K.BatchelorandY.Kamiya

R･F･CavityDesignfわrthePhotonFactory

(183)14.PerryB.Wilson

RingImpedanceandStoredCurrentforTristan
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プレプ リン ト案内

(184)14. TatuoKawasaki

BehavioroftheInterfacein aMagneticAlloy

(185)17. E.Futcher,M.R.Hoare,E.M.HendriksandM.H.Ernst

SolubleBoltzmannEquationsforIntemal StateandMaxwellModels

(186)17. E.M.Hendriks,M.H.Ernst,E.FutcherandM.良.Hoare

SolubleBoltzmannEquationsforInternalStateandMaxwellModels

II.SimilaritySolutions

(187)17. GeoffreyL.Sewell

Stability,Equilibrium andMetastabilityinStatisticalMechanics

(188)17.H.FujisakaandT.Yamada

LimitCyclesandChaosinRealisticModelsoftheBelousov-ZhabotinskiiReaction

System

(189)18.Ke主Yo血idaandHideto血iFukuyama

Magnetoresistancein theAn dersonLocalizedStatesneartheMetal-Nonmetal

Transition

(190)18. HidetoshiFukuyamaandDaijiroYoshioka

Quant'um EffectsonMeltingTemperatureofTwo-DimensionalWignerSolidin

StrongMagneticFields

(191)18. Hideto血iFukuyama

Quantum EffectsonMeltingTemperatureofTwoDin1enSionalWignerSolid

(192)18. Y.A.OnoandP.L.Taylor

Electron･PhononEnhancementofSeebeckCoefficientinDiluteAlloys

(193)20. HazimeMori

FractalDimensionsorChaoticFlowsinAutonomousDissipativeSystems

(194)20･YoichiKawaguchiandShinjiKawaji

NegativeMagnetoresistancein Sdicon(100)MOSInversionhyers

(195)20･W.P.Su,J.R.SchriefferandA.J.Heeger

SolitonExcitationsinPolyacetylene

(196)20.KazuoYamada

TwoComponentCharacterofS(k,W)inSuperfluid4He

(197)20.D.L.Stein
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プレプリント案内

DissipativeStructures,BrokenSy叩metryandtheTheoryofEquilibrium Phase

Transitions

(198)20. P.D.Drunmond,K.J.McNeilandD.F.Walls

NonEquilibrium TransitionsinSub/SecondHarmonicGeneration

II:Quantum Theory

(199)20.D.F.Walls

cooperativeFluorescencefrom N CoherentlyDrivenTwoLevelAtoms
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掲示板

掲 示 板

昭和 55年度研究計画 ･ア トム型研究員第 2回募集

京都大学基礎物理学研究所長

牧 郎

昭和 55年度の基研研究計画及びアトム型研究員の第 2回募集を下記の通 り行います｡

長期 ･短期 ･モレキュール型研究計画の外に,従来の枠にとらわれない新 しい研究計画

の応募も歓迎致します｡

記

1.募 集 内 容 長期 ･短期 ･モレキュール型研究計画については, 昭和55年

8月から昭和 56年 3月までに実施の提案｡ ア トム型研究員

については,昭和 55年 8月から昭和 56年 3月までの間の計画｡

それぞれの内容は別紙参照 (必要な場合には基研共同利用事務

室-お問い合せ下さい｡)

なお,本年度も短期研究計画及びア トム型研究員の第 3回募

集を行いませんので御注意ください｡

2.締 切 昭和 55年 5月 31日(土) (必着 )

3. 宛 先 京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京都大学基礎物理学研究所

共 同利用事務 室

電話 075(751) 2111(代) (内線) 7008

4. 応募の際はA4判の ｢青焼き｣コピーが容易なように薄手の用紙に黒のボールペン

又は黒インクで御記入の上,封筒の表に研究計画又はア トム型研究員応募と明記 し

てお送 り下さい｡

5.基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (昭和55年 6月末頃の予定 ) で審

議決定します｡
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掲示板

別 紙

A 研 究 計 画

長期研究計画 (あるテーマについて数か月から-1年にわたって連絡をとりつつ

研究を行うもので,普通年 1-2回研究会を行っている｡)

短期研究計画 (あるテーマについて数日間研究会を行 う｡)

モレキュール型研究計画

(数人が随時連絡をとりつつ研究する｡)

イ)研究テーマとその内容

応募書類はあらかじめ研究部員に配っておき,研究部員会議で充分討議致しま

すので,主旨及び問題点を具体的に書いて下さい｡

ロ)世話人及び提案説明者

世話人として主な研究計画立案者を二人以上あげ,その中の一人を連絡責任者

として指定して下さい｡基研研究部員会議で提案の説明をしていただきますの

で提案説明者を決めて下さい｡基研研究部員が参加者にいる場合はなるべく研

究部員が提案説明にあたって下さい｡

ノ､)研究会及びその他の会合の開催希望時期及び日数

追加の研究会が開かれることもありますので,年度末 (少なくとも3月 )

は研究会開催を避けて下さい｡

ニ)研究会及びその他の会合に参加する研究者の予定数

ホ)旅費及び校費の必要額 (項目別に明記して下さい｡)

B アトム型研究員

アトム型研究員は大学院生を含む研究者を対象とし,個人がある期間,当研究所

に滞在して研究を続けていただくものです｡

但し,特別の事情がある場合には当研究所以外を研究場所とする計画も認めてお

ります｡これについての詳細は第 54回研究部員会議議事録 (1971年 11月 )22

頁,t一地方大学の研究条件の改善について''をごらん下さい.

イ)所属 ･身分及び連絡先
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掲示板

ロ)研究テーマとその内容

計画の内容,応募の目的をなるべく具体的に御記入下さい｡他の研究計画と関

連させて申し込まれる場合は,その旨明記して下さい｡

/､)滞在希望時期及び期間

滞在期間は(刃1か月程度 (場合によっては2週間程度でもよい｡) 又は03)2-

3か月程度 (年間4-5人 )の2種類とします｡応募の際はA又はBのどちら

の種類を希望するかを明記して下さい｡応募者が一時期に集中し,基研の収容

能力をこえる場合は,一部時期の変更をお願いすることもあります｡(昭和 54

年度の利用者は滞在2か月 1人, 1か月 19人, 3週間 1人, 2週間2人, 1

週間 1人でした｡)

C 新 しい型の研究計画

従来の研究計画の枠にとらわれない計画も歓迎しております｡
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掲示板

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来 る昭 和 55年 6月 末 頃 に 基 研 の 研 究 部 員 会 議 が 行 わ れ

る 予 定 で す の で , 議 題 が ご ざ い ま した ら 提 案 趣 旨 と と

も に 昭 和 55年 5月 31日 (土) 必 着 で 下 記 に お 申 し込 み 下

さ い ｡

〒606

京都市左京区北 白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

研 究 部員 会 議 議長 団
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編集後記

編 集 後 記

関西でもゴー/レドベルグ変奏曲を奏でるチェンバロをき なゝがら年の碁を送れるよう

になりました｡そして新年, 1980年代は流星や慧星の壮大華麗な宇宙絵巻の見られる

時だそうでございますが京都はうららかなお正月を迎えました｡ 1月の編集会議は長岡

先生が御病気で, 米沢先生は御出張で御欠席でしたので, 2月号の内容を決めたあと,

谷原さんのお作 りになったマロングラッセを御馳走にな りながら,ひとときを水崎さん

の核断熱消磁の実験のお話に耳を候けました｡

(H.K.)

物 性 研 究

第 33巻 第 5号

1980年 2月 20日発行

発行人 長 岡 洋 介

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町室町 西 入

TEI｣(441)1659 (431)4789

発行所 物 性 研 究 刊 行 会

京 都 市 左 京 区 北 白 川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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編集後記

編 集 後 記

関西でもゴー/レドベルグ変奏曲を奏でるチェンバロをき なゝがら年の碁を送れるよう

になりました｡そして新年, 1980年代は流星や慧星の壮大華麗な宇宙絵巻の見られる
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印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
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講読規定

個 人講 読

1. 会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま̀す ｡ した が って ､ 3月未 ま

で に な るべ く 1年 間分 会 費 を御 支 払 い下 さい｡

なお新 規 講読 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以 外 に入 会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間 の会 発

1stvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支 払 いが困姓 の 向 きは 1volume 分 ずつ

で も結構 で す )

2. 支 払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御利 用 の上 御納 入下 さい｡

(振 替月苧金 口座 京 都 5312)

をお通信 欄 に送 金 内容 を必 ず､明記 して下 さい｡

雑誌 購読 者以 外 の代 理 人 が購 読料 を送 金 され る場 合 ､必 ず購 読者

本 人 の 名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅 滞 の場 合 :当会･の原 則 と して は､正 当 な理 由 を く 2

Vols.以 上の誌 代 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とに なっ

て い ます ので御 留 意 下 さい｡

4. 一 括送 本 を受 け る場 合 :個 人購 読 中 に大 学 等 で一 括 配 布 を受 け る

様 に なっ た場 合 は､必 ず ｢個 人購.読 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の通 知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す｡

5. 送 本 先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務 先 の変更 等送 本 先 が変 っ た場 合 は､

必 ず､送 本 先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･石升究 所等 で の購 読 及 び個 人 で あ って も公 費 払 いの と

きは機 関 会 員 とみ を し､代金 は､ 1冊 730円 ､ 1Vol.4,380円 ､年

間 8,760円で す｡ この場 合 ､入 会金 は不用 で す ｡学校 ､研 究所.の会

費 の支 払 い は後 払 いで も結構 で す｡ しか し購 読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必要 な請 求 ､見 積 ､納 品書各何通 必要 なの か をお知 らせ下

さ い ｡

なお､ 当会 の請 求 書 類 で は支 払 い がで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研 究機 関 の請 求 書 類 を送 付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発 行 途 上 にあ る volume の購読途 中 中止

は認 め られ ませ ん｡ 購.読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ らい に中

止時 期 を明記 して ｢購 読 中止屈 ｣ を送 付 して下 さい｡

雑 誌未 着 の 場合 ,発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい ｡
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昭和55年2月20日発行(毎月1回20日発行)

物 性 研 究 第33巻 第5号

物 性 研 究 33-5(2月号)目 次
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